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１ 地域まちづくり計画のねらい 
 

養老町の中央部に位置する広幡地域は、2017 年 10 月 20 日に広幡地域

自治町民会議を設立しました。設立にあたっては、住民のみなさんの協力を得

て、準備を重ねてきました。 

 広幡地域自治町民会議としては、既に 2017 年度には防災学習会、先進地

視察、広幡公民館春まつりを実施するなど事業を開始しています。さらに、

2018 年度予算と事業計画についても総会において承認されており、今まで

地域内で取り組んできた事業を改善しながら、新たな取組みも進めつつあり

ます。 

 しかしながら、広幡地域の有する様々な課題や、これからの変化に伴う課題

に対応するためには、まちづくりの方向性を定めることが必要です。いわば、

将来の広幡地域のあり方について「青写真」となる計画を描き、それに沿って

効果的に事業計画を立てることが求められます。 

 そこで、広幡地域自治町民会議に設けた部会を中心として、この「広幡地域

まちづくり計画」を検討してきました。 

 

 私たちは「広幡はひとつ」という理念のもと、快適な地域生活や良好なコミ

ュニティづくりに取り組んできました。本計画の策定と具体的な事業（取組

み）を進めることによって、地域の課題を積極的に解決しながら将来性のある

地域を築いていきます。 

 

２ 地域まちづくり計画とは 
 

（１）地域まちづくり計画の性格 

 

①地域⾃治町⺠会議によるまちづくりの効果 
地域自治町民会議とは、これからますます進んでいく少子高齢社会に備

えるために養老町が独自に定めた地域自治のしくみであり、町内の各地区

でその導入が進みつつあります。 

地域自治町民会議は、今まで以上に地域が地域の課題解決に自主的に取

り組むためのものです。さらに、地域の力を高めながら行政とパートナーシ

はじめに  
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ップを密にして、協働により効果的なまちづくりにも取り組んでいくもの

です。 

地域自治町民会議にみんなが参加して今まで以上に「広幡はひとつ」と力

を結集して、みんなが活躍する地域づくり、若者が定住したくなるまちづく

りを進めます。 

 

②地域のみんなで課題の解決に取り組む計画 
このため、住民が身近な地域課題について認識し、自治意識を高めなが

ら、力を合わせて地域の課題解決等に向けて取り組んでいくための指針と

なる「広幡地域まちづくり計画」をつくります。さらに、地域課題を解決し

ながら地域のあるべき姿を先取りして新たな取組みを進める根拠としま

す。 

この計画に基づいて地域自治町民会議を運営するとともに、みんながま

ちづくりの目標を共有して行動していくことを目指します。 

 

（２）概ね５年間の計画期間 

 

本計画は、広幡地域の遠い将来も見据えながら、概ね５年間を目標として立

てたものです。 

また、事業（取組み）の状況を確認しながら事業を進め、計画内容に大きな

変更が必要な場合や、５年を経る時期には、計画を見直し次期の計画を立てる

ことにします。 

 

計画期間：2018 年度～概ね 2022 年度 

 

 

３ 地域まちづくり計画の策定方法と経過 
 

（１）計画づくりの準備 

 

①アンケート調査の実施 
広幡地域の新たなまちづくりに向けて、できるだけ多くの住民から、意見

を得るようにするために、地域自治町民会議の設立前に全世帯を対象とし

たアンケート調査を２度に渡り実施しました。 
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表１ アンケート調査の経過 

2016 年 11 月 第１回アンケートの実施 

 設問数：10 問 

配布数  563 世帯 

回収数  469 世帯 

回収率  83.3％ 

2017 年４月 第２回アンケートの実施 

 設問数：８問 

（10 項目別評価の設問あり） 

配布数  563 世帯 

回収数  489 世帯 

回収率  86.9％ 

 

②部会の創設 
このアンケート調査を整理した結果から、浮き彫りになった地域の課題

についてきめ細やかに対応することが必要なため、広幡地域自治町民会議

においては、「総務部会」、「安心・安全・商工部会」、「環境・美化部会」、

「健康・福祉部会」、「文化・教育部会」という５つの部会を設けました。 

 

 

（２）部会による計画内容の検討と経過 

 

①部会を中心とした計画内容の検討 
地域まちづくり計画の検討に際しては、地域自治町民会議設立後に、各部

会において活動内容の検討を開始しました。 

その成果を生かして、全ての部会が集まって段階を踏んで計画づくりを

進めるために、2018 年２月から、部会が一堂に会することにしました。 

 

②「広幡まちづくりワーク」の開催 
計画づくりのための会議は「広幡まちづくりワーク」という名称にしまし

た。意見交換しやすくするために、部会単位を一つのグループとしてワーク

ショップ方式により開きました。これにより、一人ひとりが主体的に意見交

換に参加して、参加者が互いに相手の意見を尊重し、前向きな議論を行うこ

とで、限られた時間・回数の中で計画内容を深めました。 

また、部会で出た意見の内容を発表して、全体で意見交換を行い会議内容

について共有するとともに、部会がお互いに意見や提案を出し合うように

して進めました。 

 なお、グループへは、部会員以外からの参加も得ることができ、多彩な意

見をいただくことができました。 
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図１ 広幡地域まちづくり計画策定の経過 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
  

第１回 2018 年２月 24 日(土) 
 テーマ︓○地域の魅⼒・課題と部会で検討する主要課題 
      ○今までの取組みの整理と改善アイデア 

第２回 2018 年３月 17 日(土) 
 テーマ︓○計画の柱と⽬標について 
      ○⽬標ごとの取組み内容について（今までの取組みの改善＋新しい取

組みのアイデア） 

第３回 2018 年５月 12 日（土） 
テーマ︓○重点を置く取組みのアイデア 

運営委員会 2018 年５月 28 日（月） 
テーマ︓○今後の進め方について 

第４回 2018 年６月 30 日（土） 
 テーマ︓○⾻⼦（案）について 

○重点的な取組みについて 

計画の策定 

 
各部会での検討 

説明会・ミニワーク  2018 年４月６日(⾦) 
 テーマ︓今までの経過、追加意⾒について 

公⺠館来館の方々からの追加意⾒募集 

計画（案）の作成 

各部会における活動の検討・試⾏ 

「広幡まちづくりワーク」の開催 
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１ 広幡地域の位置と地形 
 

①養⽼町の中央部に位置 
広幡地域は、養老町のほぼ中央部に位置しています。 

地域は、揖斐川に合流する牧田川や、養老山地を源流とする金草川、津屋

川などが流れています。ここは、元々低湿な土地が広がり、水田が営まれて

いる平坦な地形から成り立っています。 

こうした地形の中、比較的高い土地には集落が形成されてきており、口ケ

島区、飯ノ木区、大跡区、西岩道区、岩道区、緑町区、南岩道区の７つの集

落・居住地域が形成されてきました。 

 

②養⽼インターチェンジの開通 
広幡地域は幹線道路として県道養老平田線を東西軸に、広域農道が南北

軸となっています。 

2017 年 10 月には、その交点付近に東海環状自動車道養老インターチ

ェンジが開通されました。これにより、広幡地域は新たな養老町の玄関口と

なり、広域からの自動車の行き来が盛んになりつつあります。 

 

図２ 現在の広幡地域（航空写真） 

 
（出典）グーグルマップ，2018 

  

広幡地域の現状 
第１章 
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図３ 百年前と後の広幡地区 

 

 
 

（出典）養老町立広幡小学校「ふるさと広幡」1986 年 
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２ 広幡地域の歴史 
 
①牧田川に育まれるとともに水との戦いを繰り返した地形 

広幡地域は、牧田川や養老山地からの河川により平野が形成されてきま

した。古代の条里制に五反田、六反長という地名が見られ、800 年ごろに

は飯ノ木（春ノ木）、大跡の地名も生まれています。 

平安時代から鎌倉時代にかけての東西の行き来があり、平治の乱に因む

源氏橋もあり、関ヶ原の戦いにも巻き込まれました。江戸時代には、大洪水

に見舞われ、飯ノ木輪中などがつくられてきました。水との戦いの歴史は続

き、広い範囲の多芸輪中の中に、広幡地域などの多くの輪中が含まれる形に

なりました。 

その後も水害が繰り返し発生して、明治時代以降は 1896 年の西濃大洪

水、1959 年の集中豪雨と伊勢湾台風による被害が特に甚大でした。その

後、1960 年の耕地整理により輪中堤の歴史は終わりました。 

また、広幡村は 1897 年に口ヶ島村、飯之木村、大跡村、西岩道村、岩

道村が合併してでき、1954 年には養老町として合併して養老町広幡地域

となりました。さらに現在までには人口増加の時代に住宅団地も形成され

て、かつての５区（村）が７区まで増えました。 

 

②学問に熱心な地域 
広幡地域の歴史で特筆すべきことは、明治時代に時習学校と立心第二学

校という二つの学校が誕生したことです。その後、口ケ島小学校となったこ

となどを経て、1907 年に広幡小学校尋常科ができ、1947 年には広幡村

立広幡小学校となりました。 

かつて 1970 年前後には、小学校を合併する議論もありましたが、ＰＴ

Ａが教員を雇用するなど、住民が小学校存続の運動を強力に進めました。そ

の結果、1971 年には広幡小学校を新築して存続の請願を町議会に行い、

それが認められ、養老町立広幡小学校として今日に至っています。 
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表２ 広幡地域の主な歴史 

 

 720 年ごろ ・条里制の地名が見られる。（飯ノ木—五反田、西岩道—六反

長） 

800 年ごろ ・春ノ木（飯ノ木）、大跡の地名がうまれている。 

866 年 ・貞観寺へ土地をささげる。熟田－多芸荘、空閑地—広幡西部 

 1159 年 ・義朝やぶれ、源氏橋からにげる。 

 1600 年 ・関ケ原の戦いで地もと軍たたかう。 

 1650 年 ・枝広の大洪水 

 1656 年 ・飯ノ木輪中できる。 

 1751 年 ・宝暦治水完了 

 1873 年 ・時習学校（大跡）、立心学校（岩道）ひらく。 

 1896 年 ・西濃大洪水おきる。 

 1897 年 ・口ケ島、飯ノ木、大跡、西岩道、岩道五ケ村合併して広幡村

となる。 

 1907 年 ・広幡小学校尋常科六年となる。 

1943 年 ・田中道麿翁邸址標石設置 

 1954 年 ・養老町広幡となる。 

 1959 年 ・集中豪雨と伊勢湾台風 

 1971 年 ・広幡小学校、新築存続を議会で請願受理 

・みどり町自治会発足 

1974 年 ・広幡小学校新校舎完成 

1976 年 ・広幡小学校屋内運動場（体育館）完成 

 1978 年 ・南岩道自治会発足 

・広幡保育園園舎完成 

1989 年 ・広幡公民館開館 

1994 年 ・広幡橋開通 

・各地区に地名などの標柱を建立 

2006 年 ・中島志保さん、スノーボード・ハーフパイプでトリノ五輪出

場 

 2017 年 ・東海環状自動車道養老インターチェンジ開通 

（出典）・養老町立広幡小学校「ふるさと広幡」1986 年 ほか 
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３ 人口の動向 
 

①養⽼町の人口の推移と推計 
養老町の人口は 30,814 人（平成 27 年）ですが、人口のピークは 2000

年ごろに過ぎており、減少局面に入っています。 

今後の人口推計によると、町の人口は今から 20 数年後の 2040 年には

約 22,200 人と、2015 年の７割程になることが予想されます。 

このため、町においては『「絆を大切にするまち養老」創生総合戦略』に

基づいて人口定住対策を進めています。 

しかし、都市間の人口の奪い合いが激しくなっていくこと、出生数の増加

は家庭・個人の意識や事情に依るところが大きいことなどから、今後も少子

高齢化が進むことが予想されます。 

 

図４ 養老町の人口の推移と推計 
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②広幡地域の人口の推移と推計 
広幡地域の人口は 1,941 人（平成 27 年）ですが、人口のピークは養老

町の傾向と同様に 2000 年ごろに過ぎて減少局面に入っています。 

養老町のみならず、広幡地域としても少子高齢化のスピードを緩くする

定住対策が求められます。 

 

図５ 広幡地域の人口の推移と推計 
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４ アンケート調査結果からみた現状 
 

2016 年 11 月に実施したアンケート調査結果の一部を抜粋すると、次

のような特徴があります。 

 

①地域の住みよさ 
合計（全体）では、「①住みよい」が 21.2％、「②まあまあ住みよい」

が 59.7％、「③あまり住みよくない」が 14.5％、「④住みにくい」が 4.7％

となっています。『住みよい』（「①住みよい」＋「②まあまあ住みよい」）

が 80％を超えており、住みやすさの評価は非常に高いと言えます。 

年齢別に見ると、80 歳代を除いて、全ての年齢層で『住みよい』が 80％

以上見られます。 

 

■１ 広幡地区は住みよいと感じていますか＜年齢別＞ 

 

図６ 地区の住みよさ 
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②居住意向 
合計（全体）では「①ずっと住み続けたい」が 47.1％、「②当分は住み

続けたい」が 33.7％で、合わせて『住み続けたい』が 80％強となってい

ます。「③いずれ町外に転出したい」が 5.1％、「④すぐに町外に転出した

い」が 1.9％で、合わせて『転出したい』が約７％となっています。 

年齢別では、子育て期の 30 歳代と 40 歳代で『住み続けたい』が 80％

未満と、他の年齢層と比べてやや低くなっています。 

 

■２ 広幡地区に住み続けたいですか<年齢別＞ 

 

図７ 居住意向 
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③項目別の地域の状態の評価 
それぞれの環境について『そう思う』（「Ａそう思う」＋「Ｂややそう思

う」）の割合を見ると、「⑦ごみの集積所が清潔に管理されている」（94％）、

「⑥環境美化活動に熱心である」（71％）というごみや環境美化について

は、住民が非常に熱心であることがうかがえます。 

「②近所づきあいや地域活動に積極的に参加している」、「①近所づきあ

いや地域活動が活発である」、「⑤災害が起きてもみんなで助け合えると思

う」という地域活動や地域のつながりについても、『そう思う』が 60％強

で高くなっています。 

一方、「④日ごろから防犯のための目配りができている」と「③困ってい

る人を助ける仕組みができている」は『そう思う』が約 40％であり、防犯

や地域の支え合いの面について、やや課題があると思われます。 

 

■３ 住んでいる地区に対して、それぞれのことをどう感じていますか＜全体＞ 

 

図８ 項目別の地域の状態の評価 
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れている

⑥環境美化活動に熱心である

⑤災害が起きてもみんなで助け

合えると思う

④日ごろから防犯のための目配

りができている

③困っている人を助ける仕組み

ができている
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Aそう思う Bややそう思う Cあまりそう思わない

Dまったく思わない わからない・無回答

ｎ＝469
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④広幡地域の重要課題 
「①防犯・防災」が 51.2％と最も高く、次いで「④高齢者の生きがいづ

くり」（39.2％）、「⑤子育て支援」（29.4％）、「③健康づくり」（21.3％）

となっています。 

過去に水害の歴史を繰り返しており、現在はゲリラ豪雨等による災害が

全国で多発していることや、世相を反映して防犯・防災対策が求められてい

ると考えられます。 

 

■４ 広幡地区の課題として最も重要と考えられる項目（２つに○）＜全体＞ 

 

図９ 広幡地域の重要課題 
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⑨スポーツ・レクリエーション

⑧青少年育成

⑦生涯学習

⑥交通安全

⑤子育て支援

④高齢者の生きがいづくり

③健康づくり

②環境美化

①防犯・防災

（％）
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５ ワークショップでの意⾒から⾒た現状 
 

第１回「広幡まちづくりワーク」では、地域の強み（魅力）と弱み（心配

なこと）について意見交換を行いました。 

なかでは、地域のつながりについて特に意見が多くありました。その強み

としては団結力があり、「広幡はひとつ」の雰囲気が強いこと、弱みとして

は積極性に欠けており保守的ではないかということなどがあげられました。 

このほかの強みとしては、行事などの活動が盛んで伝統行事が継承され

ていること、自然環境の良さがあげられました。 

一方で、防災面について消防団員の確保を懸念する声が強くありました。 

交通環境については、養老インターチェンジが設置されたことが強みで

ある一方で、地域内の道路環境や公共交通が不便であることがあげられま

した。 

 

表３ 広幡地域の強み（魅力）と弱み（心配ごと） （その１） 

 強み（魅力） 弱み（心配なこと） 
地域のつなが
りについて 

○住民が協力的 
○力を合わせて１つのことに当た

る。団結力がある。 
○「広幡はひとつ」の精神でまとま

っている。 
○活動の協力体制が良い。 
○それぞれの活動が整然と行われ

る。 
○少人数で指示が伝わりやすい。 
○地区によってはボランティアが

協力して助け合いが行われてい
る。 

○近所づきあいがある。見守り合
いができる。小さな町の強みで
ある。 

○挨拶を子どもから大人まで行っ
ている。 

○年齢層の意識に差がある。 
○嫌なことには積極的に意見を出

してもらえない。 
○活動の積極性に欠ける。 
○引っ込み思案で村意識がある。 
○保守的で時代の流れに沿った対

応ができていない。 
○自分の意見を表に出さない。 
○古い習慣がまだまだ残ってい

る。 
○旧来の踏襲が多く、新しく前向

きな取組みが無い。 
○人とのつながりがない。 
○近所とかかわりたくない意識も

ある。 
○リーダーが少ない。 
○団体の兼務が多い。世代交代を

含め色々な人が役を経験するべ
き 

人口について  ○人口減少している。人口が少な
い。 

○結婚で町外へ引越し。地元の友
人が出て行く。 

○若者が住まないので空き家が増
えている。 
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なお、アンケート調査結果から見ると高齢化が進み地域の支え合いを求

める声が目立ち、この点についてワークショップの意見交換でも、今後注意

すべき点であるという指摘がありました。 

 

表４ 広幡地域の強み（魅力）と弱み（心配ごと） （その２） 

 強み（魅力） 弱み（心配なこと） 
防災環境 ○水防活動について熱心である。 ○消防団の団員確保が課題。 

○仕事の終わりが遅く、消防団の
訓練時間が少ない。 

○広幡地区のマップが少ない。 
○平日昼の火災対応 
○訓練場所がない。 

交通について ○養老インターにより交通の便が
良くなった。企業を誘致できる。 

○交通安全活動に多くの人が参加 

○交通の便が悪い。 
○道路が悪い。道が狭い。 
○駅の駐車場を無料に。 
○公共交通の便が悪い。 

自然環境・居
住環境につい
て 

○清らかな水に恵まれている。自
噴している水がある。 

○環境美化への関心が高い。 
○自然環境がすばらしく、集落を

出ると一面の緑 
○水に囲まれて小魚が多い。小さ

な水路にハリヨ、メダカ、絶滅危
惧種が生息している。 

○ごみの分別ができており清潔 
○学童保育は遅くまで行ってい

る。 

○自然の豊かさに気付いていな
い。 

○高齢者のとじこもり回避が必要 

行事、文化・
スポーツ 

○行事の参加者が集まる。 
○地域行事には参加・協力する人

達が多い。 
○世代を超えた行事等で顔見知り

になっている。 
○住民がいろいろな行事に参加を

する。 
○バルシューレは世話役がいれば

出来る。 
○祭りや伝統行事（左義長、地蔵

盆）が続いている。 

○歴史文化などを活かした実力が
活かせない。 

○歴史などの背景が弱い。 
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６ ⻑期的な社会潮流 
 

「広幡まちづくりワーク」では、まちづくり計画を検討するに際して、「鳥

の目」で空から見るように地域を取り巻く社会の動きなど、外部環境の変化に

ついても念頭に置くこととしました。 

 

表５ 広幡地域を取り巻く外部環境の変化  「鳥の目」 

１．人口減少時代 

・本格化する人口減少社会    ：広幡地域でも同様 

・少子高齢化の一層の進行 

２．環境共生の時代 

・地球環境問題の健全化 

・資源､エネルギー､食料不安 

３．安全・安心の時代 

・大規模自然災害発生の懸念 

・犯罪、感染症などの不安 

４．広域交通網の整備の進展 

・東海環状自動車道全線開通   ：地域にインターチェンジ開通済み 

・リニア中央新幹線の開業 

５．価値観の変化・多様化の進展 

・社会貢献意識の高まり（ボランティア、ＣＳＲ：企業の社会的な貢献等） 

・余暇時間の拡大、ライフスタイルの変化 

６．グローバル経済と IｏT の進展 

・グローバル経済の進展 

・地域のグローバル化 

・情報通信とネットワーク、ＡＩ、自動運転化の進展 

７．地方分権･地方自治の時代 

・地方分権の進展と地方自治体の役割･責務の拡大 

・国の財政状況の悪化 

８．青少年を取り巻く教育環境等 

・子どもを取り巻く社会･家庭環境等の変化 

・子どもの犯罪被害、少年犯罪、児童生徒のいじめ・不登校、自殺等 

・子どもの貧困対策 
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１ 地域の現状から⾒た課題 
 

広幡地域の現状を踏まえて課題を整理すると、次のように大きく３点を

あげることができます。 

 

①定住対策と人づくり 
広幡地域では若者が流出して人口が減り、地域の高齢化がますます進む

という懸念があります。このため、地域で生まれた人達ができるだけ住み続

けることができるように、地域で可能な地域社会の環境づくりが課題です。 

また、子育てが快適にできたり、子どもがたくましく健康に成長し、地域

への愛着を高めること、地域のつながりの強さといった良い面を維持して、

若い世代が地域社会を積極的に築いていくことが課題です。 

なお、広幡地域には住民が一体となって小学校を維持したという輝かし

い歴史があり、教育環境を大切に継承することも課題です。 

 

②安全・安心な環境の維持 
少子高齢化が進んでおり、安全に日常生活を送り、住み慣れた地域で安心

して暮らし続けるというニーズが高まります。このため、地域において独り

暮らしの人の生活支援や、介助が必要な人の支援、高齢者の移動手段の充実

などが課題です。このため、みんなができるだけ健やかに暮らし続けること

ができるように、スポーツなどの健康づくりの機会や趣味を楽しむことが

できる環境づくり、生きがいを得る機会の提供が課題です。 

また、広幡地域は過去に水害にみまわれた歴史があり、兼業農家が大半で

車社会に変化した現在における水害などへの災害対策が求められます。今

後、南海トラフ巨大地震の発生や、それに伴う液状化現象も懸念されるた

め、消防団や地域の防災体制を強くすることも課題です。 

さらに、東海環状自動車道養老インターチェンジが開通し、自動車交通が

増えており、それを地域の活性化に生かす一方で、交通安全対策や防犯対策

もますます求められます。 

 

③美しい生活環境・⾃然環境の維持 
広幡地域は清流が身近で自然の恵みが残っている一方で、自動車交通の

広幡地域の課題 第２章 
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増加などに伴い地域の各所でごみのポイ捨てが目立っています。このため、

ごみのポイ捨てを抑止するための取組みの工夫や、ごみを捨てにくい美し

い地域を維持していく努力も課題です。さらに、豊かな水に育まれてきた身

近な自然環境を大切にすることが必要です。 

 

 

２ 計画づくりに際しての課題 
 

各部会において、広幡地域の課題を踏まえて、計画づくりに際して検討す

べき重要課題を整理しました。 

 

表６ 計画づくりに際しての部会（分野別）の課題 

部 会 主要課題 補足等 

共通課題 ※団体の活動への参加促進 

※活動内容の工夫 

※役員・リーダーの育成 

 

総務部会 １．人材 ○人材の育成・確保（人づくり） 

２．防災 〇地域が一体となった防災活動 

３．企業誘致 ○企業誘致の推進 

４．活動資金 ○地域自治町民会議の活動資金確保 

５．公民館との連携  

安心・安

全・商工部

会 

１．災害に対する対策 ○防災対策 

２．火災に対する予防 ○火災予防 

３．弱者に対する交通指導 ○弱者の交通安全対策 

４．消防団員の確保 ○消防団活動の活性化 

環境・美化 

部会 

１．広幡クリーン作戦 ○地区が一体となったクリーン作戦 

２．看板の掲示と広報活動 ○看板の掲示、広報活動の工夫 

３．他団体との美化共有 ○団体同士が連携した美化活動 

文化・教育 

部会 

１．支援の組織づくり ○学校運営サポーター等の育成 

２．関係団体活動継承・引き

継ぎの円滑化 

○ＰＴＡ・学校関係者、担当者交代

における引き継ぎのあり方の工夫 

３．各支援団体・学校教育に

関わる連携 

○学校と地域が連携した教育・人づ

くり（コミュニティスクール等） 

４．施設改善 ○小学校の施設環境の改善 

健康・福祉 

部会 

１．催し等の参加率の改善 ○高齢者の親睦 

２．行事のマンネリ化 ○福祉の啓発と住民の交流 

３．役員のなり手の確保  

４．独居老人の見守り  
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１ 「広幡はひとつ」で次代をひらく 
 

広幡地域は牧田川などの豊かな水の流れが平野を育み、低湿で平坦な土

地が広がっています。ここで人々が暮らして千年にも及ぶ長い歴史がある

と考えられ、現在まで清流や豊かな自然環境が残っています。 

さらに、広幡地域は養老町の中央部に位置し、東海環状自動車道養老イン

ターチェンジの開通により養老町の新たな玄関口になっています。 

こうした自然が残り、農業が営まれ、さらには交通の要衝になった環境の

中、全ての住民や７つの区、各団体が「広幡はひとつ」という合言葉で、協

力して互いに高め合い、次代の地域を担う人を育てていくことが必要です。 

 

 

２ 広幡地域の将来像 
 

広幡地域の自然、環境の良さを生かして、みんなが協力して知恵と汗を流

し合い、これからも暮らしやすい地域を継承していくために、次のような地

域の将来像を掲げます。 

 

 

 

 

 広幡地域はこれからも住民がお互いを大切にし、地域のみんなが支え

合い、喜びを分かち、子どもや若者を育てていくという、笑顔があふれて

絆がますます深まる広幡を目指します。 

また、広幡地域の特性である農業を育んだ豊かな水、水に恵まれて稲や

草、木々という水と緑にうるおされた暮らしの場を未来に継承します。 

 さらに、養老インターチェンジの開通により、養老町の中央部で玄関口

という特性を生かして、活力ある地域をつくります。 

 

 

広幡地域の将来像 第３章 

広幡はひとつ～笑顔でつなぐまち～ 



21 

３ まちづくりの目標 
 

将来像を実現するために、広幡地域のまちづくりの目標は、次の５つを掲

げます。 

 

①みんなが参加し集うまちづくり—全体（分野共通） 

「広幡はひとつ」という住民のつながりを一層強くして地域の絆を深

めるために、みんながまちづくりに参加して気軽に集います。 

 

②安心・安全なまちづくり—安心・安全・商工 

心おだやかに暮らすことができるように、みんなで力を合わせて、災害

や犯罪の被害をできるだけ未然に防ぎます。 

 

 

③美しく快適なまちづくり—環境・美化 

清流に潤された美しい環境を継承することができるように、道や川な

どにごみが捨てられないようにして、自然を大切にします。 

 

④健康でいきいき暮らせるまちづくり—健康・福祉 

みんなができるだけ元気に暮らし続け助け合うことができるように、

世代を超えた人と人の輪を広げていきます。 

 

⑤地域ぐるみで子どもを育むまちづくり—文化・教育 

地域全体が人づくりの場となるように、多世代が交流して学び合い、み

んなで子を育て・子の育ちを進めます。 
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分野（部会）ごとの目標と、取組みを枝分かれのように体系として整理す

ると、次のようになります。 

５つの「目標」—７つの「重点的な取組み」—そのほかの「みんなで進め

る取組み」という体系となっています。 

 

表７ 地域における取組みの体系 

分野・部会 目 標 重点的な取組み みんなで進める取組み 

全体・分野共通 

 

総務部会 

 

 

みんなが参加し

集うまちづくり 

 

①活動の資金づく
り 

 
②行事の効果的な

実施及び役割分
担の見直し 

①多様な活動資金の確保 
 
②活動相互の連携の推進 
 
③若い世代が住みやすいま

ちづくり 

安心・安全・商工

部会 

安心・安全な 

まちづくり 

③実効性の高い避
難訓練の実施 

 
④みんなが心がけ

るための防災マ
ップの作成 

④災害に対する備え 
 
⑤火災に対する予防 
 
⑥弱者に対する交通指導 
 
⑦消防団員の確保 

環境・美化部会 

 

美しく快適な 

まちづくり 

 

⑤ポイ捨て防止の
啓発看板づくり 

⑧広幡クリーン作戦の展開 
 
⑨花いっぱい運動の展開 
 
⑩自然観察・保護活動の推進 

健康・福祉部会 

 

健康でいきいき

暮らせるまちづ

くり 

⑥健康でいきいき
まちづくり 

⑪高齢者の見守りの推進 
 
⑫住民の移動手段の確保 

文化・教育部会 

 

地域ぐるみで子

どもを育むまち

づくり 

⑦コミュニティス
クールで三世代
交流 

⑬地域での子育て・子育ち支
援 

 
⑭地域の文化力の向上 

 

  

まちづくりの取組み 第４章 
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１ 重点的な取組み 
 

重点的な取組みは各部会において一つないし二つに取り組むものとして、

全体意見交換を経て内容を詰めた結果から整理しています。 

なお、重点的な取組みについての意見交換の結果は、参考資料に示していま

す。 

 

《全体・共通》 

①活動資⾦づくり 
 

【活動の目的】 

○地域自治町民会議における活動を継続するとともに、新たに必要になる

活動に取り組むために、活動資金を多様な方法で確保します。 

○その一つの方策として、地域に立地する企業に働きかけて、地域自治町

民会議が収益を得ることをめざします。 

【主な内容】 

○企業（(株)サラダコスモ）を活用するために、同社と連携の可能性を探

ります。 

○同社の施設において、地元によるイベントの開催、食堂の運営、地元特

産物の開発などを行うアイデアを検討します。 

○そのために、地域バザーを開催して、住民の気運を高めます。 

【主なプレーヤー】 

○総務部会、他の部会の協力・連携 

※町との協働を検討 

【スケジュールの考え方】 

○まず地域でフリーマーケットを開くとともに、(株)サラダコスモ、町と

情報交換をします。 

○(株)サラダコスモの活用についての企画を考えて、実施をめざします。 

 

②⾏事の効果的な実施及び役割分担の⾒直し 
 

【活動の目的】 

○地域を支えるために活動してきたそれぞれの団体が活動を見直して、必
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要な活動については効率的に行い継続して、地域の生活を支え続けま

す。 

【主な内容】 

○盆踊り、運動会、敬老会、春まつりのプログラムを見直すとともに、活

動を担う団体を見直します。 

○団体相互が連携して、活動を効果的に行います。 

○活動を支援するサポーターを掘り起こして、住民のために継続ができる

ようにします。 

【主なプレーヤー】 

○総務部会、各種団体 

【スケジュールの考え方】 

○改善方針を検討して、順次、改善を進めることを毎年繰り返します。 

 

《安心・安全・商工分野》 

③実効性の高い避難訓練の実施 
 

【活動の目的】 

○水害で被害をこうむってきたことについて、当時の教訓について学び合

います。 

○現在の地域社会の変化を踏まえながら、住民みんなが身を守り合うこと

ができるような実効性が高い避難が可能になるように避難訓練を実施

します。 

【主な内容】 

○避難訓練事例の調査を進め被災経験や被災地支援の経験がある講師を

招いた研修を継続して、独自の避難訓練内容を決めます。 

○各地区の防災組織の役割を確認して避難訓練を行ってみて、改善点を洗

い出します。 

【主なプレーヤー】 

○総務部会、安心・安全・商工部会、区 

【スケジュールの考え方】 

○町から防災についての情報を得るとともに、防災に関する研修会を毎年

継続します。 

○避難訓練についての調査を行って訓練内容を決めて、訓練を毎年実施し

ます。 
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④みんなが心がけるための防災マップの作成 
 

【活動の目的】 

○避難訓練を行いながら危険箇所の把握を進めて、被災時に実際に役に立

つような危険な場所や注意すべきことを示す防災マップを作成します。 

○住民がマップ作成に参加して、それぞれが主体的に避難経路などを考え

て、身を守ることができるようにします。 

【主な内容】 

○マップを作る方法や、災害弱者の把握、避難場所や避難ルートを検討し

ます。 

○水害、震災により避難の方法などが異なることを念頭に置きながら、現

地調査を行って情報を整理します。マップの原稿を作り、印刷・配布し

ます。 

【主なプレーヤー】 

○総務部会、安心・安全・商工部会 

【スケジュールの考え方】 

○町から防災についての情報を得るとともに、まず要援護者や過去の災害

情報を把握するとともに、マップの作成方法を検討します。 

○現地調査を行いマップの作成を進めて、マップを避難訓練に活用しなが

ら内容を改善します。 

 

 

《環境・美化分野》 
⑤ポイ捨て防止の啓発看板づくり 

 

【活動の目的】 

○美しい広幡の自然を守り、光景や土地や水の保全に努めて、地域の道路、

水路、農地などからポイ捨てによるゴミをなくします。 

○住民がポイ捨てを監視したり、通過する人がポイ捨てをしないように呼

びかける啓発看板を作成して効果的な場所に設置します。 

【主な内容】 

○看板のサイズと記載内容のイメージなどを検討して、絵などの作成、ま

たは募集をします。依頼する場合は、業者にお願いすることや、または

手作りにしたり、小学生へ依頼したりします。 

○設置場所を選定して、各地区に看板の設置を進めます。 
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【主なプレーヤー】 

○環境美化部会、自治会、子ども会育成会、環境保全組合、長寿会、女性

の会 

【スケジュールの考え方】 

○各地区内２ヶ所ずつ設置を進めながら、順次、内容を工夫して設置場所

を増やしていきます。 

○その後、ゴミをなくして地域を美しくする「広幡クリーン作戦」を検討

して実施します。 

 

《健康・福祉分野》 

⑥健康でいきいきまちづくり 
 

【活動の目的】 

○住民が幸せに生活し、お互いに助け合う地域社会を築くためには、元気

な体と心を育むことが基本になります。高齢化の進行に備えるために、

隣近所、区、広幡でみんなが知り合いになることが必要です。 

○このため、住民全員参加でそれぞれの人の健康づくり支援を行うととも

に人の和づくり、健康づくり運動を広めます。 

【主な内容】 

○バルシューレ、ペタンク、歩け歩け大会（ウォーキング）などを実施し

ます。 

○これらの運動を組み合せて、住民が親しみやすい健康づくりの機会を提

供し、お互いに顔見知りになり、交流して、健康増進を図ります。 

【主なプレーヤー】 

○健康・福祉部会、体育振興会、スポーツ推進委員、長寿会 

【スケジュールの考え方】 

○最初に「健康づくり行動計画」を作成するとともに、バルシューレなど

をＰＲするパンフレットを作成します。 

○各団体への行動を呼びかけて、活動を開始して、毎年継続します。 

○高齢者がスポーツなどに出かけやすいように、オンデマンドバスの利便

性向上について町に要望します。 
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《文化・教育分野》 

⑦コミュニティスクールで三世代交流 
 

【活動の目的】 

○地域のまちづくりを担う次の世代を育成し、住み続けることができる広

幡をつくるためには、三世代の交流が必要です。 

○そこで、三世代が集まるイベントを通して地域全体が仲良くなる機会を

様々な団体が創意工夫して提供するコミュニティスクールを開催しま

す。また、それを支援する学校運営サポーター等を募集・育成します。 

【主な内容】 

○園児、小中学生、保護者、地域のみなさんを対象として、ブースやコー

ナーに分かれて各種の体験や遊びを楽しく実施します。 

【主なプレーヤー】 

○文化・教育部会、ＰＴＡ、子ども会育成会、スポーツ少年団など 

【スケジュールの考え方】 

○活動企画案を検討して、各団体の役割分担を行います。 

○次の年に活動を試行して次年度の計画を立て、毎年活動を継続します。 

 

 

２ みんなで進める取組み 
 

 みんなで進める取組みは、概ねそれぞれの部会が中心になって進める活動

です。新しい活動もありますが、今までの活動を続けたり生かしたりしながら

効果的に進めます。 

《全体・共通》 

①多様な活動資⾦確保 
○地域内で小さな規模でもフリーマーケットを継続的に実施します。 

○地元の企業に地域自治町民会議に参加してもらうとともに、協賛・協力を

得て、活動を確保します。 
 

②活動相互の連携の推進 
○地域の拠点である公民館活動の活性化を図ります。 

○各種団体が連携して、新たな取組みや支援が必要な活動を進めます。 
 



28 

③若い世代が住みやすいまちづくり 
○若い世代が出産前を含めて子育て期に、快適に暮らすことができるよう

に、地域における子育て支援を充実します。 

○若い世代ができるだけ住み続けることができるような地域の雰囲気を創

ります。 

 

《安心・安全・商工分野》 

④災害に対する備え 
○各世帯に対して、防災設備の充実、防災グッズの普及促進、耐震診断・耐

震化の促進を図ります。 

○災害時でもみんなが安全に避難することができるように、高齢者の見守

り活動を進めます。 

○災害時において地域で一時的に安全を確保するための避難場所を確保し

ます。 

 

⑤火災に対する予防 
○火災予防を徹底するために、初期消火訓練の実施、消火器の普及促進を図

ります。 

 

⑥弱者に対する交通指導 
○子どもや高齢者を交通事故から守るために、交通安全教室・講習等を開催

します。 

○見通しが悪い場所や車がスピードを出しやすい場所など、危険箇所マッ

プを作成します。 

 

⑦消防団員の確保 
○消防団活動の見直しについて町に要請を続けて、参加しやすい消防団を

めざします。 

○地域内の若手が団員として積極的に参加するように、消防団活動をＰＲ

します。 

 

《環境・美化分野》 

⑧広幡クリーン作戦の展開 
○ポイ捨て防止の啓発看板の設置に引き続いて、地域全体から投棄された
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ごみをなくすことをめざして「広幡クリーン作成」を企画して実施しま

す。 

 

⑨花いっぱい運動の展開 
○地域における公共的な空間や花壇、ガーデニングが趣味の住民の庭など

を生かすとともに、各団体が協力して花で彩られる地域をつくる花いっ

ぱい運動を進めます。 

 

⑩⾃然観察・保護活動の推進 
○清流に生息するハリヨの保全のための浮草による水質浄化の活動や、子

どもの観察会を地域全体に広げます。 

 

《健康・福祉分野》 

⑪高齢者の⾒守りの推進 
○高齢者の引きこもりや孤立を防止するために、地域各所でサロンの継続

や開設を進めます。 

○高齢夫婦世帯・ひとり暮らしの高齢者への声かけや訪問などの見守り活

動を進めます。 

 

⑫住⺠の移動⼿段の確保 
○高齢者をはじめ地域住民が出かけやすいようにオンデマンドバスの利用

促進を進めるとともに、地域が主体となった移動手段について検討を進

めます。 

 

《文化・教育分野》 

⑬地域での子育て・子育ち支援 
○広幡小学校の学校施設の改善を町に要望します。 

○小学校を活用するなど、地域に子どもの居場所・学習支援の場を設けま

す。 

 

⑭地域の文化⼒の向上 
○地域文化の向上を図るため、公民館活動やコミュニティスクールと連携

してカルチャースクールを開催します。 
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１ 取組みのスケジュールについて 
 

①概ね５年以内に重点的な取組みを活動開始 
このまちづくり計画は、概ね５年間の計画として整理しています。 

重点的な取組みについてはスケジュールの考え方を示していますが、各

部会が活動の準備を 2018、2019 年度中に進め、概ね５年以内に着実に

開始することを目標にします。 

 

②今までの各団体の取組みの継続的な⾒直し 
地域の生活にとって必要な今までの取組みを続けることも大切です。地

域自治町民会議を設立したことを契機として、毎年、活動相互の連携を充実

し、あわせて各団体は活動の改善や見直しを進めます。 

 

２ 地域⾃治町⺠会議の活性化 
 

①新たなメンバーの確保 
地域自治町民会議は個人の資格でも参加が可能です。今まで地域活動に

参加することが少なかった住民や、特技を持つ住民が地域でも力を発揮す

ることや、若手、さらに子どもが活動へ参加する機会も検討します。 

若手が地域自治町民会議や各団体に参加しやすいように、活動を見直し

工夫します。地域自治町民会議では全世帯に活動の情報を発信して、提案を

得ていく開かれた運営を進めます。 

 

②企業との連携 
今まで、地域では企業（事業所）から様々な協力を得てきましたが、地域

自治町民会議においては企業の参加も得るように柔軟に組織運営をしま

す。 

さらに、従業員が地域の活動に楽しんで参加してもらうような工夫も進

めます。 

計画の推進に向けて ５ 



31 

 

 

 

１ 重点的な取組みの内容（案） 
地域⾃治町⺠会議での検討結果（模造紙のまとめ）を⽰しています。 
本文は、これを基に検討した計画を⽰しています。 
 

重点的な取組みの内容（案）【総務部会 Ｎｏ.１】 

取組みテーマ 活動資金づくり 

取組み内容 

（目的） 

地域自治町民会議運営のため 

地域自治町民会議における活動を継続するとともに、新たに必要になる活動に取り

組むために、活動資金を多様な方法で確保する。その一つの方策として、地域に立

地する(株)サラダコスモに働きかけて、地域自治町民会議が収益を得るようにす

る。 

（主な内容） 

○企業（(株)サラダコスモ）を活用する。 

 ・(株)サラダコスモの活用、連携の可能性の検討 

・地元の特産物の企画等（地元産物を利用した食堂参画） 

 ・企業が要望する品目の生産 

 ・イベントの開催・協力 

 ・つなぎとして地域バザーを開催 

取組みの 

プレーヤー 

主 体 それぞれの主な役割 

総務部会 活用・連携の可能性の調査 

(株)サラダコスモ、町との協議 

企画・立案、調査 

協力する部会の検討、住民の掘り起し 

他の部会 協力・連携 

町（企業誘致・商工観光課

等） 

町としての(株)サラダコスモの活用方策を検討する。

同社との折衝の中で、地域との連携を働きかける。 

スケジュール 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

計画 フリー

マーケット 

実施 継続 継続 継続 

調査 

(株)サラダコ

スモ、町との情

報交換 

調査 企画立案 企画立案 

実施 

 

実施 

取組みを 
進めるための 
主な課題 

○町の動向、(株)サラダコスモの動向について把握するとともに、ちこり村などの事
例から、同社との連携方策、具体的な課題を早期に把握する。 

○地元の特産の農産物栽培、郷土料理、特産品開発などの可能性について、ＪＡ、農
業者等と検討する。 

○レストランに参画する場合には、調理を行うことができる主婦のグループづくりを
検討する。 

○多面的機能交付金（農水省。現在広幡の３地区で活用中）のように、いろいろな補
助も活用する。 

参考資料  
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重点的な取組みの内容（案）【総務部会 Ｎｏ.２】 

取組みテーマ 行事の効果的な実施及び役割分担の見直し 

取組み内容 

（目的） 

各団体の役割の軽減 

各行事内容の見直し 

地域を支えるために活動してきたそれぞれの団体が活動を見直して、必要な活動に

ついては効率的に行い継続できるようにする。 

 

（主な内容） 

盆踊り、運動会、敬老会、春まつりのプログラムを見直すとともに、活動を担う団

体を再編する。 

団体相互が連携して、活動を効果的に行うとともに、サポーターを掘り起こして、

住民のために継続して行うことができるようにする。 

取組みの 

プレーヤー 

主 体 それぞれの主な役割 

総務部会 現状把握と改善方向の検討 

各種団体 会員の拡大のために年齢要件をなくして、年令を問わ

ず会員になる 

協力・連携 

催しの準備や開催などについてサポートしたり、サポ

ーターを掘り起こす 

スケジュール 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

現状把握 

改善方針検討 

  改善実施 

 

改善実施 

 

改善実施 

 

改善実施 

 

改善実施 

取組みを 

進めるための 

主な課題 

○まず、運営協議会で各団体にお願いしていく。 

○特定の団体に負担をかけないような行事の運営 

○参加者を増やすための行事日程づくり 

○協力団体による会員の拡大や、サポーターとして個人参加する住民の掘り起しを

行う。 

○活動の内容を見直しながら、参加して楽しい、魅力ある活動に改善していく。 
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重点的な取組みの内容（案）【安心・安全・商工部会 Ｎｏ.１】 

取組みテーマ 実効性の高い避難訓練の実施 

取組み内容 

（目的） 

被災者ゼロ 

広幡地域は地形が低く、伊勢湾台風などの際に水害で被害をこうむってきた歴史が

ある。 

当時の教訓について学び合うとともに、現在の地域社会の変化を踏まえながら、住

民みんなが身を守り合うことができるような実効性が高い避難が可能になるように

避難訓練を実施する。 

（主な内容） 

○避難訓練内容の検討 

・避難訓練事例の調査 

・被災経験や被災地支援の経験がある講師を招いた研修の継続 

・避難訓練内容の確定 

・たとえば、地震の時の避難所となる体育館内の配置を研修 

○避難訓練 

・各地区の防災組織の役割確認 

・改善点の抽出 

取組みの 

プレーヤー 

主 体 それぞれの主な役割 

町 行動・指針（地域防災計画等でどのような方針を示して

いるのか）、近年の災害情報、ハザードマップ等の情報

を地域に提供 

総務部会 防災や避難にかかわる研修会の定期的開催 

訓練内容の検討、訓練の準備 

区への訓練実施についての伝達 

訓練内容の改善 

安心・安全・商工部会 区へのヒアリング（課題、訓練実施内容への意見把握な

ど） 

事例調査、訓練内容の検討、訓練の準備 

訓練の実施 

区 訓練への参加呼びかけ、準備 

スケジュール 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

研修会の開催 研修会の開催 研修会の開催 研修会の開催 研修会の開催 

訓練について

の調査、訓練内

容についての

計画・準備 

訓練実施 

内容改善 

訓練実施 

内容改善 

 

訓練実施 

内容改善 

訓練実施 

内容改善 

取組みを 

進めるための 

主な課題 

○水害の時にはどこに避難するのか課題になる。 

○町との連携 

○区の役割分担を明確にして住民が参加する内容にする 

○費用（研修会講師謝礼、準備に要する物品、備蓄品の購入など） 
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重点的な取組みの内容（案）【安心・安全・商工部会 Ｎｏ.２】 

取組みテーマ みんなが心がけるための防災マップの作成 

取組み内容 

（目的） 

避難訓練を行いながら危険箇所の把握を進めて、被災時に実際に役に立つような危

険な場所や注意すべきことを住民が気に留める防災マップを作成する。 

住民がマップ作成に参加することを通じて、それぞれが主体的に避難経路などを考

えて、身を守ることができるような材料とする。 

 

（主な内容） 

現状調査、マップ作成方法の検討 

災害弱者の把握、避難場所や避難ルートの検討 

水害、震災の違いの検討 

マップの作成（現地調査、マップの原稿作成） 

防災用品の備え、充実 

マップの編集、印刷 

取組みの 

プレーヤー 

主 体 それぞれの主な役割 

町 行動指針・町が調査したマップ、危険箇所、災害情報等

の提示 

総務部会 区からの要援護者等の洗い出し、区の課題の把握 

マップ作成への参加の呼びかけ 

安心・安全・商工部会 マップ作成方法の検討 

現地調査実施によるマップ作成 

マップ作成、編集 

スケジュール 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

要援護者、過去

の災害情報等

の調査 

 

作成方法等に

ついての計画 

 

実行（現地調

査、マップ情報

の整理） 

 

マップの編集・

印刷・配布 

 

避難訓練など

へのマップの

活用 

 

マップの内容

改善 

避難訓練など

へのマップの

活用 

 

マップの内容

改善 

避難訓練など

へのマップの

活用 

 

マップの内容

改善 

取組みを 

進めるための 

主な課題 

○町とのやりとり（町との協働によるマップづくり等の可能性の検討） 

○区の役割確認 

○費用（作成作業に要する物品、マップの印刷費、マップ更新の際の印刷費等） 
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重点的な取組みの内容（案）【環境・美化部会】 

取組みテーマ ポイ捨て防止の啓発看板づくり 

取組み内容 

（目的） 

美しい広幡の自然を守り、光景や土地や水の保全に努め、地域の道路、水路、農地

などからポイ捨てによるゴミをなくす。 

ゴミをゼロとするため、住民がポイ捨てを監視したり、通過する人がポイ捨てをし

ないようにすることを呼びかける啓発看板を作成して、効果的な場所に設置する。 

 

（主な内容） 

種類別に看板のサイズと記載内容や絵のイメージなどを検討 

記載内容や絵などの作成、または募集 

看板の作成（業者への発注、または手作り、小学生への依頼と作成個数の把握） 

設置場所の選定 

各地区に看板の設置 

取組みの 

プレーヤー 

主 体 それぞれの主な役割 

自治会 各地区の総会などで主旨説明 

環境美化部会 看板の作成方法の検討、作成準備の主導 

設置場所や設置方法の確定、設置（または自治会への設

置の要請） 

子ども会育成会 

環境保全組合 

長寿会 

女性の会 

各組織の事業との協力及び調整 

（記載内容や絵などについての作成方法の検討、募集

する場合の準備、募集と選定） 

スケジュール 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

初年度は各地

区内２ヶ所に

設置する 

次年度以降は

効果を見なが

ら地区の選定 

３年目は看板

の記載内容を

検討 

  

 広幡クリーン

作戦計画作成 

広幡クリーン

作戦実行 

広幡クリーン

作戦実行 

広幡クリーン

作戦実行 

取組みを 

進めるための 

主な課題 

○看板の設置方法によって、設置計画が変わってくるため、十分に検討すること 

○作成費用、設置作業等の費用についてはできるだけ要しないように工夫するもの

の、費用の確保が必要である。 

○看板の種類によっては、色あせや破損等が生じるため、定期的な点検と補修が必要

になる。また、看板の管理責任者を地区ごとに任命する必要がある。 

○口ケ島では、補助金（農地・水保全管理支払交付金）を有効活用して、看板を設置

するとともに、地域のみんなに情報を流している。 

○インターができて車でのポイ捨てが増えているのではないか。ごみが捨てら荒れて

いる場所はどこなのか、ごみの種類などを調べて効果的な対策を取る必要があるの

ではないか。 ⇒ ごみは地域の全域で据えられている。休耕田などもきれいにし

ておかないとごみを捨てられる。堤防で草刈ができないところは、生ごみも目立つ。

ペットボトル、タバコ、家庭のごみも捨てられており、カラスにより、ごみが散ら

ばっている。 
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重点的な取組みの内容（案）【健康・福祉部会】 

取組みテーマ 健康でいきいきまちづくり 

取組み内容 

（目的） 

住民が幸せに生活しお互いに助け合う地域社会を築くためには、元気な体と心を育

むことが基本になる。隣近所、区、広幡でみんなが知り合うことが必要である。ひ

いては、高齢社会への対応することにつながる。 

このため、住民全員参加でそれぞれの人の健康づくり支援を行うとともに人の和づ

くり、健康づくり運動を広める。 

（主な内容） 

バルシューレ、ペタンク、歩け歩け大会（ウォーキング）などを実施する。 

上記の運動を組合せて、住民が親しみやすい健康づくりの機会を提供し、お互いに

顔見知りになり、交流して、さらに健康増進を図る。 

取組みの 

プレーヤー 

主 体 それぞれの主な役割 

健康・福祉部会 健康づくり活動の計画づくり、活動相互の連携の促

進、活動カレンダー作成・ＰＲなど 

体育振興会 ウォーキング 

スポーツ推進委員 バルシューレの講師、指導 

（低学年、高齢者もバルシューレは可能） 

長寿会 ペタンク、グラウンドゴルフの企画実施 

（参加者は長寿会の人が多

い） 

ラジオ体操。夏休みのみではなく年中行う。 

スケジュール 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

健康づくり行

動計画の作成 

各団体への行

動の呼びかけ 

活動継続 活動継続 活動継続 

バルシューレ 

パンフレット

の作成 

活動開始    

 オンデマンド

バスの活用方

法と運用改善

を町と検討 

   

取組みを 

進めるための 

主な課題 

○実際に実施することができ、かつ、参加者が集まりやすい開催回数、日時 

○小学校体育館、町民体育館、小学生の土曜授業を利用した活動 

○オンデマンドバスの地域が主体となって利用促進運動などの検討 

 ⇒まずは調査、町との話し合いを行う。車を運転する人は酒席の時以外はなかな

か利用しない。 
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重点的な取組みの内容（案）【文化・教育部会】 

取組みテーマ コミュニティスクールで三世代交流 

取組み内容 

（目的） 

地域のまちづくりを担う次の世代を育成し、住み続けることができる広幡をつくる

ためには、三世代の交流が必要である。 

そこで、三世代が集まるイベントを通して地域全体が仲良くなる機会を様々な団体

が創意工夫して提供するコミュニティスクールを開催する。 

（主な内容） 

対象 園児、小中学生、保護者、地域のみなさん 

ブースやコーナーに分かれて各種の体験、遊びで楽しく実施する。 

取組みの 

プレーヤー 

主 体 それぞれの主な役割 

文化・教育部会 小学校、ＰＴＡ等と連携してコミュニティスクールの

活動を企画提案。中心となる団体をコーディネイトす

るとともに、地域住民が会する企画を検討して、活動

スケジュールを地域に広くＰＲ 

小学生、中学生、こども園

児 

のど自慢、宝さがし、魚、虫をつかまえて、たこづく

り、たこあげなどの昔の遊び 

ＰＴＡ お父さん、お母さんの仕事を見たい、体験したい 

こども園の先生の仕事体験、工事機械に乗りたい 

もちつき会 昔の遊びを教えてもらおう 

子ども会育成会 同上 

スポーツ少年団 親子でゲーム（レク）、三世代でレク 

軽スポーツ ペタンク、グラウンドゴルフ 

地域の方 つくること・食べること（うどん、ケーキなど）、花

づくり、キャンプファイヤー、スイカわり、みかん狩

り、遊び・雪合戦、水てっぽう合戦、リム回し 

スケジュール 

2018 年度 2019 年度 2020 年度 2021 年度 2022 年度 

活動企画案の

検討 

各団体の役割

分担の調整 

活動の試行 

次年度企画案

の検討 

活動の実施 

次年度企画案

の検討 

活動の実施 

次年度企画案

の検討 

活動の実施 

次年度企画案

の検討 

取組みを 

進めるための 

主な課題 

○それぞれの行事と重ねて実施して効率的に行う。 

○催しをリレーイベント的に実施するとともに、地域住民が多く集まる催しも開催

する。 

○各団体が中心となってできそうなことを優先して行う。 

○予算（物品、ＰＲのための経費等）の確保 

○ＰＴＡなど関係者のみではなく、地域の人も環境、学習支援、見守りなどのコミ

ュニティサポーターとして学校に協力してほしい。 

○11 月のふれあい大会はＰＴＡ、少年団、子ども会が学校で行っているが、地域の

方々も参加してほしい。 

○活動の場としてこども園なども活用するのがよい。 

○30、40 歳代の方々の参加を進めることが課題。動員は嫌われるので、どうしたら

良いか。区のためにということを前面に出すか。 

 


